
第３７回 岡山歯学会総会・学術集会

近年の医科歯科連携の推進により、検査値や薬剤に関しての知識の習得
と理解が歯科衛生士にも求められています。今回の歯科衛生士セッション
では、各職種の先生方から歯科の臨床現場において役立つ知識について
ご講演して頂きます。

平成２８年度 第２回岡山県歯科衛生士会学術講習会

歯科衛生士セッション

日時：平成２８年１０月１６日（日）９：００～１１：３０

場所：岡山大学病院 歯科棟４階 第二示説室

テーマ：「薬剤・検査値について学ぼう」

[プログラム]

後援 ： 一般社団法人岡山県歯科衛生士会
問い合わせ先 ： 岡山大学病院 歯科衛生士室 三浦 留美０８６－２３５－６７８７（総合歯科）

座長 岡山大学病院 口腔外科（病態系） 岸本 晃治 先生

開会のあいさつ 一般社団法人 岡山県歯科衛生士会 杉山 珠美 会長

講演１ 「歯科治療において注意すべき薬剤の基礎知識」
岡山大学病院 薬剤部 副薬剤部長 岡崎 昌利 先生

講演２ 「歯科治療時に知っておきたい検査値について」
岡山大学病院 医療技術部検査部門 臨床検査技師

内山 慶子 先生

講演３ 「歯科治療のリスクマネジメント
－薬剤と検査値の情報利用－」

岡山大学病院 口腔外科（病態系）講師 西山 明慶 先生

会場からの質疑応答・シンポジウム

閉会の辞

参加費：無料


